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case no.28

ヒロセエンジニアリング株式会社
端材の利用で　一般消費者にアピールする

company profile

1. 　ものづくり補助金でプラズマ加工機を導入
2. 　端材の活用で一般消費者向け商品を開発
3. 　ものづくりの魅力を発信し、地域の活性化を

創立：1970 年（昭和 45 年）5月
事業内容：設備・機器の設計、製作、工事、メンテナンス

一元化を目指して機械導入へ

ブランド名は「HIBANAS（ヒバナス）」

キャンプシーズンに向けてプレスリリースを

まずは経営革新計画の策定から 社屋外観

中塩屋祥子さん

HIBANAS の BBQ鉄板

担当者からひとこと

担当者：永久　歩

ヒロセエンジニアリング株式会社は、尼崎にて産業設備など主に大型の製缶を手掛けてい
る。鉄工所としてはめずらしく、設計から制作、運搬、据え付け、その後のメンテナンス
まで一貫して行う。

さらなる一元化を目指し、プラズマ加工機の導入にものづくり補助金を利用したいと考え
た。補助金申請のすべてを担当したのが代表取締役の奥さまの中塩屋さんだった。

一度目のものづくり補助金申請は採択されなかった。そこで、尼崎商工会議所のアドバ
イスで、採択時に加点対象となる経営革新計画を策定することに。結果、見事ものづく
り補助金の獲得に成功。念願のプラズマ加工機が導入された。

同加工機の導入により受注可能な仕事の窓口が広がったことをアピールしたいと考えて
いた時、偶然知ったプレスリリースのセミナーに参加したのが中央会との出会いだった。

セミナーでは様々なメディアに対応するプレスリリースの方法を実践的に学ぶことがで
きた。お金をかけずに宣伝したいという希望も叶う。ところが、業務の拡大や機材の拡
充ではメディアに取り上げてもらうことが難しいことを知る。新製品の発表などの方が
フレッシュで目に留まりやすいという。

折しもプラズマ加工機の導入によって大量に出るようになった端材の利用を考え続けて
いたことが繋がり、新製品開発に本格的に取り組むことになった。

端材と職人の技術をうまく使い、鉄製のキャンプ用品やインテリアグッズを作ってみる
と、周囲の評判も良好で、それならば自社でネットショップを運営して売ってみようと
いうことになった。

人から仕事について聞かれたときに「製缶、鉄工所」と言ってもなかなか理解してもら
えないが、一般消費者向けの商品を売り出すことでものづくりの技術についても理解し
てもらえるようになる。ものづくりの尼崎を盛り上げることもできる。

ネットショップオープンに際しては、小規模事業者持続化補助金を利用した。補助金を
利用したことで、実現の期限も決まり、それが励みとなってショップのオープンに漕ぎ
つけることができた。

新製品開発後は、セミナーで学んだプレスリリース資料の作成を活用し、新聞やラジオに何度も取り上げられるようになった。メディアに
出ることで会社の知名度も上がった。

アウトドアシーズンに向けて、自社キャンプ用品のさらなる宣伝を考えている。展示会に参加したりプレスリリースについてももっと勉強
したい。兵庫県のいろいろな地域の経営者と知り合える中央会の事業を利用することも増えていきそうだ。

プレスリリースを作成・送付するやいなや関西の各メディアからの出演および取材依頼が止まりません。
すっかり尼崎の顔ですね。ＨＩＢＡＮＡＳの商品は、ものづくり補助金で導入した機材を使用した際に排出される
端材で作られています。よって基本的に材料費がかからないだけでなく処理費用も削減でき、さらに普段は馴染み
のない一般消費者への訴求が叶うというまさに一石三鳥です。
ちなみに「ＨＩＢＡＮＡＳ」のロゴは商標登録出願中です。（2019 年 3 月現在）

今後は宣伝広告や販促、異業種交流といったセミナーがあればぜひとも参加したいとのことでしたので、引き続き
ご案内・ご支援していく所存です。


